
為替週間展望＝ドル円は軟調な流れが継続か

　　　　　　　　　　［２月６日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    1 月 30 日～ 2 月 3 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  129.79   130.57(30)    128.09( 2)    128.55   -1.33

ユーロ・ドル  1.0856   1.1033( 2)    1.0802(31)    1.0898   +0.0030

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    27,509.46     +126.90     日本10年債利回り   0.488   -0.003

ダウ平均株価    34,053.94      +75.86     米10年債利回り     3.393   -0.111

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

６日　　独１２月製造業受注指数

　　　　ユーロ圏１２月小売売上高指数

　　　　カナダ１月Ｉｖｅｙ購買部協会指数

７日　　日本１２月勤労者世帯家計調査

　　　　豪１２月貿易収支

　　　　豪中銀（ＲＢＡ）政策金利

　　　　日本１２月景気動向指数速報値

　　　　スイス１月雇用統計

　　　　独１２月鉱工業生産指数

　　　　カナダ１２月貿易収支

　　　　米１２月貿易収支

　　　　バイデン米大統領が一般教書演説

　　　　パウエルＦＲＢ議長講演

８日　　日本１２月経常収支

９日　　米新規失業保険申請件数

　　　　欧州連合（ＥＵ）首脳会議の特別会合（１０日まで）

１０日　中国１月消費者物価指数、中国１月生産者物価指数

　　　　英１２月鉱工業生産指数、英１２月製造業生産指数、英１２月貿易収支

　　　　英第４四半期ＧＤＰ速報値

　　　　カナダ１月雇用統計

　　　　独１２月経常収支

　　　　米２月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値

　　　　米１月財政収支

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】ドルは米経済指標に左右されながらも、ＦＲＢの利上げペース減速

見通しが上値を抑えるとみられる。円は日銀の政策修正の思惑などから、円買いに傾き

やすい展開が見込まれる。こうした中、ドル円は上値の重い展開が続くとした。

　　　　

【ＦＯＭＣは０．２５％の利上げ】

　１月３１日から２月１日の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）では政策金利の０．２

５％の引き上げを決めた。フェデラルファンド・レートの誘導目標は４．５０～４．７

５％となる。利上げ幅は前回の０．５０％から０．２５％に縮小した。利上げ幅は市場

予想の通りとなった。

　　

　声明文では、「利上げ継続が適切になる」との文言は残した。「インフレは幾分和ら

いだが依然高い水準にある」「データは消費、設備投資とも緩やかな伸びを示唆してい

る」といったことが示された。
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　パウエル議長は記者会見で、「金融引き締めが経済に影響を与える時間差と考えて、

０．２５％の利上げを決定した」「前回から続けて、昨年行った急速な利上げペースか

ら鈍化した」「インフレに勝利したと判断するのは時期尚早だ」「少なくともあと２回

の利上げが必要となる。利上げ停止後に再開する選択肢は検討していない」と述べた。

　　

　また、労働市場は非常に強いと何度か述べており、賃金インフレへの警戒感を示し

た。「ディスインフレが始まった」との認識も示しており、２回の利上げでいったん利

上げが打ち止めになるとの見方が強まった。

　　

　ターミナルレート（最終到達金利）は５．００－５．２５％となっており、パウエル

議長が「あと２回の利上げ」というように３月と５月のＦＯＭＣで０．２５％ずつ利上

げして、利上げ打ち止めになるとみられる。

　　

　なお、市場では利上げの着地点が見えてきたことで、パウエル議長の記者会見後はド

ル売りの動きに傾いている。市場の予想ほどはタカ派的ではなかったとの見方が広がっ

ているようだ。こうした中、ドル円は１２９円台での振幅後に１２８円台前半まで下落

している。

　　

　インフレ率の低下や利上げ打ち止め時期が視野に入ってきたことで、市場では利上げ

休止後、年後半にも利下げに動くとの観測も広がっている。今後は経済指標に左右され

やすい動きとなりそうだが、ドル円は軟調な流れが継続するとみられる。ドル円の目先

の予想レンジは、１２５．００～１３１．００円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、７日に日本１２月勤労者世帯家計調査、

日本１２月景気動向指数速報値、米１２月貿易収支、８日に日本１２月経常収支、９日

に米新規失業保険申請件数、１０日に米２月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値、米

１月財政収支などがある。

　　

【ユーロドルはもみ合いで推移か】

　２日の欧州中央銀行（ＥＣＢ）理事会では市場予想の通り、０．５０％の利上げを決

定した。３月にも０．５０％の追加利上げの方針を示した。理事会後の記者会見でラガ

ルド総裁は、「３月の会合でも０．５０％の利上げに動く」との意向を示した。ただ、

「それ以降については金融政策の方向性を見極める」として、利上げに関して明言を避

けた。

　　

　ラガルド総裁の記者会見を受けて、３月に追加利上げした後、利上げペースの減速や

停止の可能性が出てきたことで、ユーロ売りの動きにつながった。ユーロ円は２日の東

京時間に１．１０００ドル超で推移していたものの、その後は売りに押されて１．０８

台後半まで下落している。

　　

　ユーロドルは高値からは値を削って、上げ一服となっている。ＥＣＢの利上げ停止の

可能性が視野に入ってきたものの、ドルの軟調な流れは継続するとみられる。こうした

中、ユーロドルは１．０９００ドルを上下に振幅する展開が見込まれる。ユーロドルの

目先の予想レンジは、１．０７５０～１．１１００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、６日に独１２月製造業受注指数、ユーロ圏

１２月小売売上高指数、カナダ１月ＩＶＥＹ購買部協会指数、７日に豪１２月貿易収

支、豪中銀（ＲＢＡ）政策金利、スイス１月雇用統計、独１２月鉱工業生産指数、カナ

ダ１２月貿易収支、１０日に中国１月消費者物価指数、中国１月生産者物価指数、英１

２月鉱工業生産指数、英１２月製造業生産指数、英１２月貿易収支、英第４四半期ＧＤ

Ｐ速報値、カナダ１月雇用統計、独１２月経常収支などがある。
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